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～現場から考える『共に生きる支援とは』～ 
 

 2016 年 7 月に起きた津久井やまゆり園事件は、19 名もの尊い命が奪われた福祉の現場にとって決

して忘れてはならない悲しい事件で、当時の私は福祉の仕事にまだ携わっていませんでしたがニュ

ースを観て衝撃を受けた出来事でした。改めて、犠牲となられた方々のご冥福を心よりお祈りいた

します。加害者が障がい者の命の価値を否定するような言葉を残したことは、私たち福祉職に深い

衝撃と問いを投げかけました。「障がいの有無にかかわらず、〝すべての人が尊重される社会〟とは

何か」、私自身、現在福祉に携わっている者として改めて考えさせられました。 
 私は現在、放課後等デイサービスで主任として勤務しています。日々児童たちと関わる中で感じ

ることは、一人ひとりが異なる個性や可能性を持ち、それぞれが表現の仕方があるということです。

言葉で伝えられなくても、表情や仕草や行動で「自分」を伝えようとする姿があります。その思い

を丁寧に受け止めることが、支援者としての第一歩であり、尊厳を守ることに繋がるのだと思いま

す。 

 この事件を通して、「障がい者の人権」について考えました。人権とは、誰かが与えるものではな

く、誰もが生まれながらに持っているものです。支援の場では、日々の何気ない関わりの中に尊厳

を守る姿勢が必要であり、【○声の掛け方○行動の制止の仕方○選択の機会の与え方】その一つひと

つに支援者としての価値観が表れます。だからこそ、常に「この関わり方は本人の思いを大切にし

ているか」を考えながら支援に向き合うことが大切だと思います。また、現場で支援を行う際には、

職員間での価値観や支援方針の共有が欠かせないと思います。私自身、チーム全体が一つの方向を

向いて支援できるよう、日々のコミュニケーションを大切にしています。職員がそれぞれの感じた

こと・気付きを引き出しながら支援の意図や目的を共有するように心掛けています。様々な意見が

多く出ることもありますが、そこで大切なのは「正しさ」を競うことではなく、「より良い支援」を

共に考える姿勢だと思います。それには、若手職員や経験が浅い職員でも安心して意見が言える環

境作りも必要です。職員同士で困ったときにすぐに相談できる関係性を築くことは、支援の質を高

めていく上でとても重要です。主任として私は、現場の声を吸い上げ、管理職や他事業所につなぐ

〝橋渡し役〟としての責任を意識しています。互いを尊重し、信頼し合えるチームを育てることが、

利用者一人ひとりの安心にも繋がると感じています。 

 今後も私は、利用者の方々が安心して自分らしく過ごせる環境を提供していくことを大切にして

いきたいと思います。そのために利用者の方の気持ちを中心に考える支援、そして職員一人ひとり

がやりがいを持って支援に取り組めるチーム作りを目指して行きます。支援とは「教える」ことで

はなく、「共に歩む」ことだと私は思います。その姿勢を忘れずに児童たちの「できた」「嬉しい」

を一緒に喜べる存在でありたいです。 

 つくばね会の法人理念である〝共に生きる〟について私は、すべての人がそれぞれの価値を持ち、

社会の一員として尊重されることだと思います。障がいの有無にかかわらず、互いのことを理解し

合い、相手を一方的に支援するのではなく、関わりの中で共に学び成長していくこと姿勢が求めら

れます。支援者と利用者という立場の違いを超えて、人として尊厳を守り合うことが、私たち福祉

職が目指す「共生」の形だと感じています。共に生きる社会を実現していくために、私は現場の一

人として日々の実務経験を積み重ねていきたいと思います。 

（ふれんず 塚原 辰弥） 
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